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２８豊行（情運）第１０号  
平 成 ２ ９ 年 ３ 月 ３ １ 日  

豊橋市長 佐 原 光 一 様   
豊橋市情報公開・個人情報保護制度運営審議会  

会長 佐 野 真一郎    
個人情報の例外的取扱い（個人情報の取得及び提供）について  
（答申第１６号）   

平成２９年２月２０日付け２８豊資経第１８２号にて諮問のあった案件について、

下記のとおり答申する。   
記  

１ 個人情報の取得について  
  ドライブレコーダーは事故が発生した場合に、その状況を客観的に録画するもの

であり、事後に事故の原因を把握する手段として有用であるから、ドライブレコー

ダーにより個人情報を取得する必要性があると認める。  
２ 個人情報の提供について  
  法令等の規定に基づく捜査機関からの照会によるもののほか、事故の示談交渉の

過程で過失の有無・過失割合について争いが生じた場合においてそれを判定する資

料としてドライブレコーダーにより取得された個人情報を含む情報は有用である

から、それを保険会社等に提供する必要性があると認める。  
３ 個人情報の管理について  
  実施機関の説明によると、ドライブレコーダーで録画された情報の管理は、メモ

リーカードで行うとのことであるが、そのメモリーカードの管理方法、視聴方法、

提供方法その他の管理・運用方法について予め定め、適切な管理・運用を図ること。  
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４ 以上より、実施機関がドライブレコーダーにより個人情報を取得することについ

て相当な理由がある（豊橋市個人情報保護条例第４条第２項第８号）と認め、また、

ドライブレコーダーにより取得した個人情報を保険会社等に提供することについ

て特別の理由がある（同条例第９条第２項第６号）と認める。  
以上   


